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ブロックコポリマーの自己組織化

• 分子内で異なるポリマーが結合している

• 巨視的に相分離できない

• ブロック鎖のエントロピーを最大化（引張られたり圧縮されたりしない）

• 界面の面積を最小化する。



ジブロックコポリマーのミクロ相分離構造

• ブロックの体積分率により様々な構造が出現

転移について板書で説明



ジブロックコポリマー相図



ABCトリブロックコポリマーのモルフォロジー



ガウス鎖とエントロピー弾性

• エントロピーと場合の数

• WはPと比例する

• 張力fは

• ばね弾性の発現

• ばね定数が絶対温度に比例

• ガウス鎖の問題点？
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